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高齢者の生活機能に焦点をあてた看護過程演習の
　　　　　　授業方略 に対す る学生の学び と評価
－講義とリンクさせた看護過程演習とフィー ドバックの取り組み－
木 島輝 美1),安川 揚 子1),武田 かお り2),水野智 美3),奥宮暁 子1)
　　　　　　1)札幌医 科大 学
　　　　　　2)名寄市 立大 学
　　　　　　3)北海道 医療 セ ンタ ー附属札 幌看 護学 校
　本研究は、高齢者の生活機能に焦点をあてたアセスメン トを学習させるために、老年看護の講義と看護
過程演習をリンクさせた授業展開 とチェックリス トを用いたフィー ドバックを試行したことによる学生の
学び と授業方略への評価を明 らかにすることを目的とした。
　対象はA大学看護学科 の3年 生で老年看護活動論 を履修 した者の うち研究同意が得 られた49名
(89.1％)であった。データ収集は看護過程演習の進め方とその学びについての 自由記載のアンケー トを
実施 した。結果は、講義 と看護過程演習をリンクさせた授業展開について9割 の学生が 「理解が深まりア
セスメン トの視点が明確になった」 と肯定的にとらえていた。そしてフィー ドバック方法については7割
の学生が 「自分の不足点を客観的に捉えることができた」と評価していた。また学生は高齢者のできる部
分に着 目する重要性にも気づいてお り、生活機能の視点を養 うことができた。以上より、今回試行 した授
業展開とフィー ドバ ック方法の有効性が示された。
キー ワー ド:高齢者　生活機能　看護過程　アセスメン ト　教授法
Effects onStudents' Learning and their Appraisal of aTeaching Strategy
   Used for Nursing Process Exercise Focusing onHow to Assess
     Functioning of the Elderly-Benefits o  Lecture-Linked
          Nursing Process Exercise and Feedback
Terumi K jima1), YokoYasukawa1), Kaori Takeda2), Tomomi Mizuno3), Akiko Okumiya1)
1)Sapporo Medical University
2)Nayoro City University
3)National Hospital Organization Hokkaido Medical Center Sapporo School of Nursing
A trial was carried out of a teaching strategy which was designed to teach how to make assessment
of elderly patients with a focus on their functioning, and an analysis was made on the effects on
students' learning and their appraisal of such teaching. The strategy linked classroom lecture on
gerontological care to nursing process exercise and included feedback using a checklist.
The third year students of the Department of Nursing of a certain university who had taken the
gerontological care course were invited to participate in the survey. 49 0f them (89.1％) who had
agreed to participation were asked to freely make comments on a questionnaire form about the
structure of the teaching and their learning from it. 90％ of them gave a positive feedback saying
that they gained a clearer understanding of what they should focus in making assessments. 70％ of
the respondents found the feedback opportunity invaluable in that it helped them identify their weak-
nesses. The students understood how functioning should be assessed, recognizing the importance of
observing what faculties the elderly had maintained.
The findings confirmed the effectiveness of the present teaching strategy and feedback system.
Key words:the elderly, functioning, nursing process, assessment, teaching method
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1.は じ め に 皿.看護過程演習の概要
　厚生労働省の 「看護基礎教育の充実に関する検討会報告
書(平成19年4月16日)」によると、老年看護学では特に、
生活機能の観点からアセスメン トし看護を展開する方法を
学ぶことが重視 されてお り、平成20年度の看護師教育課程
の指定規則の改正に伴い指導要領にも反映されているt)。
また、世界保健:機関(WHO)の 「国際生活機能分類(ICF)」
では、生活機能を 「心身機能 ・身体構造」「活動」「参加」
の3つ のレベルで統合的にとらえ、プラス面を重視 してマ
イナス面をもプラス面の中に位置づけてとらえることを提
唱 している2)。これまでA大学の老年看護学では、疾患や
障害だけに焦点をあてるのではなく、ICFの考え方を基盤
として高齢者の生活機能 とその影響要因に着 目して講義を
構成 してきた。 しかし、学生は実際に看護過程を展開する
際に、各 日常生活行動(食 事、排泄、運動など)の アセス
メン トで、生活機能に着目して系統的に情報収集し、分析 ・
解釈を進めることが難 しかった。その背景として、老年看
護学の各論講義と並行 して看護過程演習を行っていたため、
学生はまだ講義を受けていない内容を含めて事例を理解 し
なければなかったことも学習を困難にした一要因であった
と考えられる。先行研究でも学生にとってのアセスメン ト
の困難性について指摘されているが3)、特に老年看護領域
のアセスメン トにおいては,高齢者の複雑な病態の理解と
高齢者が示す行動に関連する多様な因子を検討することが
困難であると報告されている4)。これ らは高齢者の生活機
能への影響要因を分析 し,高齢者の個別性を理解する上で
重要である。石塚`)は、学生が看護過程のアセスメン ト段
階の理解を深めるためには、カリキュラム上の工夫や看護
過程演習時間内に学生が共通理解できる場を設けるなどの
必要性を述べている。
　そこで本研究では,高齢者の生活機能に焦点をあてたア
セスメン トを学習させるために,老年看護の講義 と看護過
程演習をリンクさせた授業展開とチェックリス トを用いた
フィー ドバ ックを試行 したことによる学生の学びと授業方
略への評価を明らかにすることを目的とする。
　看護過程演習は、3年 生前期に開講している 「老年看護
活動論」 という2単位45時間の科目の中で実施 した。看護
過程演習の目的 ・目標は表1の とお りである。実際の看護
過程演習では、看護診断/健 康課題の抽出および援助計画
の立案と技術演習による実施 ・評価もしているが、今回は、
アセスメン トの情報収集、分析 ・解釈の段階において新た
な演習方法を試みたので、その点を中心に述べる。
　看護過程演習では、紙上事例として認知症 と片麻痺があ
る高齢男性(E様)を 提示 し、各 日常生活行動(食 事、排
泄、運動など)お よび認知症の2時間の講義終了後に、そ
の内容にリンクしたアセスメン ト演習を1時間定期的に組
み入れた。〈例:高 齢者の排泄機能についての講義終了後
に、排泄パターンについてのアセスメン トを実施する(表
2参照)〉
　学生のアセスメン ト記録は、講義の1週間後に提出させ
た。そして、著者 らが作成 したアセスメン トの視点に関す
るチェックリス ト(図1)を もとに教員が評価 し、1週 間
後にフィー ドバックして修正させることを繰 り返 した。フィー
ドバ ック方法は、チェックリス トに○ ・△ ・×印 と簡単な
コメン トを記入 して個人に返却するとともに、クラス全体
に対 して良くできていた点や不足しがちな点についての傾
向を伝えた。また、学生には看護過程演習オ リエンテーショ
ン時に記録提出スケジュールを提示した。
　なお、アセスメン ト枠組はA大学の基礎看護学の看護過
程演習で使用されているゴー ドンの機能的健康パターン分
類を用いた。
　また3年 生前期には、他領域の看護過程演習も開講 され
てお り、　 学生は並行 して複数領域の紙上事例の看護過程
に取 り組んでいた。
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　対象は、A大学看護学科3年 生の老年看護活動論を履修
した55名の うち研究同意の得られた49名(89.1%)であっ
た。アンケー トの依頼および実施 日は看護過程演習最終 日
である2009年7月22日であった。データ収集方法は、看護
表1　 老年看護活動論看護過程演習の目的 ・目標
1.目的
　　 高齢者の特徴をふまえた看護過程の展開について理解することができる.
II.学習目標
　 1.高齢者の加齢による変化と疾患を理解 し日常生活に影響を及ぼ している状況をアセスメントすることの重要性を理解できる.
　 2.高齢者の発達上の特性,生 活習慣,環 境や生活歴の観点から日常生活の状況をアセスメン トすることの重要性を理解できる.
　 3.高齢者やその家族が体験 している心理 ・社会的変化についてアセスメン トすることの重要性を理解できる.
　 4.1～3を関連付けて必要な看護診断/健 康課題を考えることができる.
　 5.高齢者の個別性を踏まえて,自 立に向けた看護計画 ・評価を考えることができる.
　 :1
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表2　老年看護活動論看護過程演習スケジュール
月 日 講 目 学習内容 方法 記録提出 ブイー ドバ ツク
4/15
(水)
1-2 老年看護学 概論 講義
3 高齢者の生活の場 講義
4/22
(水)
1-2 高齢者の認知機能 講義
3 看護過程演習オリエンテーション 看護過程演習
5/13
(水)
1-2 高齢者の嚥下機能 講義
3 嚥下機能のアセスメン ト 看護過程演習
5/20
(水)
1-2 認知症の理解(医 学編) 講義 健康管理
嚥下機能3 認知症のある高齢者への看護1 講義
5/27
(水)
1-2 高齢者の栄養 講義 健康管理
嚥下機能3 栄養状態 ・嚥下機能のアセスメン ト 看護過程演習
6/3
(水)
1-2 高齢者の排泄機能 講義
3 排泄機能のアセスメン ト 看護過程演習
6/10
(水)
1-2 認知症のある高齢者への看護II 講義 栄養代謝
　排泄3 認知機能のアセスメン ト 看護過程演習
6/17
(水)
1 内科治療を受ける高齢者への看護 講義
認知機能 栄養代謝　排泄2 褥瘡のある高齢者への看護 講義
3 褥瘡のアセスメン ト 看護過程演習
6/24
(水)
1-2 高齢者の運動機能 講義
認知機能
3 運動機能のアセスメン ト 看護過程演習
7/1
(水)
1-3 統合および計画立案 看護過程演習 活動運動　統合
7/8
(水)
1 高齢者の尊厳 ・虐待 講義
援助計画 活動運動　統合
2 終末期にある高齢者と家族への看護 講義
3 外科治療を受ける高齢者への看護 講義
7/15
(水)
1-3 運動機能に障害のある高齢者への移動および排泄援助 技術演習
7/22
(水)
1-3 最終記録提出日 看護過程演習 全記録
図1　 フィー ドバ ック ・チ ェック リス ト
　　　　 (活動 一運動パ ター ン)
過程演習の進め方について、看護過程演習を通 して学んだ
こと、理解 しにくかったことについて,自 由記載の記名式
アンケー トを実施 した。分析は、記載内容から一つの意味
をなす文節を抽出し、類似性 と差異を比較検討 し、類似 し
た意味をもつ ものを集めて抽象度を高めた。
1V.倫理 的配慮
　学生には、データは学生氏名が特定できない形で分析す
るため匿名性が確保 されること、記載内容や研究協力の諾
否が成績には一切影響 しないことを書面 と口頭で説明 し、
書面にて同意を得た。
V.結 果
学生のアンケー トを分析 した結果は以下の通りであった。
(表3参照)
1.看護過程演習の運営方法について
看護過程演習の運営方法については、9割の学生が 「講
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表3　老年看護活動論　看護過程演習　アンケー ト結果
Q1.「老年看護活動論　看護過程演習」の進め方についていかがでしたか? 件数 %
講義とリンクしながら部分的に進めたことで理解が深まりアセスメントの視点が明確になった 44 ...
教員からのポイントごとのフィー ドバックにより自分の不足している部分を客観的に捉えることができた 33 67.3
進行速度は適切であり記録提出スケジュールを示してしてくれたので計画的に学習を進めることができた 14 28.6
毎回提出するアセスメントの量にばらつきがあり後半につまって大変だった 9 18.4
認知機能はすべてのパターンに含まれるので最初に講義をしてアセスメントしたほ うが良い 8 16.3
教員間で採点基準が一致していなかった 4 8.2
自分が書いた内容を忘れない内にフィー ドバックされた 3 6.1
Q2.高齢者を対象とした看護過程演習を通して学んだことは何ですか? 件数 %
加齢による身体 ・精神的変化について 13 26.5
高齢者の長い人生経験に目を向けて尊重することの大切 さ 11 22.4
高齢者の多くの既往歴を考慮することの重要性 7 14.3
できる部分を維持 しもてる力を引き出す援助の大切 さ 7 14.3
認知機能の低下によるセルフケア能カへの影響について 7 14.3
認知症の方への援助について 6 12.2
一つの現象に加齢 ・疾患 ・認知機能 ・人生背景など様々なことが関連 していること 5 10.2
できるところ ・できないところを細かくみていく必要性 4 8.2
Q3.高齢者を対象とした看護過程演習を通 して理解 しにくかったことは何ですか? 件数 %
認知症や麻痺のある対象者のイメージがつかない 11 22.4
認知症の疾患理解が難しい 7 14.3
身体機能や認知機能など多くの要素を関連させて考えることが難 しい 5 10.2
認知症が日常生活へどのように影響を及ぼしているのかを分析するのが難 しい 5 10.2
認知症の人がどの程度まで分かっているかの判断が難 しい 5 10.2
ADLの低下が運動機能低下によるものか認知機能低下によるものか見極めが難しい 4 8.2
各機能的健康パターンで認知症の影響を考えながらアセスメン トをするのが難 しい 4 8.2
様々なスケールの活用が難 しい 4 8.2
高齢者がどこまで自分でできるのかを見極めて目標を設定するのが難 しい 4 8.2
過去の生活と関連づけて現在の状態をアセスメントするのが難 しい 3 6.1
n=49
義 とリンクしながら部分的に進めたことで理解が深ま りア
セスメントの視点が明確になった」ととらえていた。また、
7割の学生が 「教員からのポイン トごとのフィー ドバック
により自分の不足 している部分を客観的に捉えることがで
きた」と述べていた。なかには、「自分が書いた内容を忘
れない内にフィー ドバ ックされた」との意見もあった。ま
た3割の学生から 「進行速度は適切であり記録提出スケジュー
ルを示 して してくれたので計画的に学習を進めることがで
きた」 とい う意見があった。 しかし一方で、「毎回提出す
るアセスメン トの量にばらつきがあり後半にっまって大変
だった」や、「認知機能はすべてのパターンに含まれるの
で最初に講義をしてアセスメン トしたほ うが良い」、「教員
間で採点基準が一致 していなかった」などの指摘もみられ
た。
2.看護過程演習を通 しての学び
看護過程演習を通 して学んだことは、「加齢による身体 ・
精神的変化について」や 「高齢者の長い人生経験に目を向
けて尊重することの大切さ」に加え、「高齢者の多 くの既
往歴を考慮することの重要性」や 「一つの現象に加齢 ・疾
患 ・認知機能 ・人生背景など様々なことが関連しているこ
と」などをあげていた。また、「できるところ ・できない
ところを細か くみてい く必要性」や 「できる部分を維持 し
もてる力を引き出す援助の大切さ」という気づきもあった。
そ して、「認知機能の低下によるセル フケア能力への影響
について」や 「認知症の方への援助について」 という認知
症に関する理解にっいても述べ られていた。
3.看護過程演習を通 して理解 しにくかったこと
　看護過程演習を通 して理解 しにくかったことは、2割の
学生が 「認知症や麻痺のある対象者のイメージがつかない」
であった。また、「認知症の疾患理解が難 しい」「認知症が
日常生活へどのように影響を及ぼしているのかを分析す る
のが難 しい」、「認知症の人が どの程度まで分かっているか
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の判断が難 しい」、「ADLの低下が運動機能低下によるもの
か認知機能低下によるものか見極めが難 しい」、「各機能的
健康パターンで認知症の影響を考えながらアセスメン トを
するのが難 しい」など、約半数の学生が、認知症による生
活への影響に関連 した内容をあげていた。その他、「身体
機能や認知機能など多くの要素を関連 させて考えることが
難 しい」、「過去の生活と関連づけて現在の状態をアセスメ
ン トするのが難 しい」、「高齢者がどこまで自分でできるの
かを見極めて目標を設定するのが難 しい」、「様々なスケー
ルの活用が難 しい」があげられていた。
VI.考 察
1.授業方略についての学生の評価
　1)講義と看護過程演習をリンクさせた授業展開について
　講義に リンクさせたアセスメン トの方法については、多
くの学生が肯定的に受け止めていた。特に、最初から全て
の機能的健康パターンをアセスメン トさせるのではなく、
各日常生活行動について一つずつ講義 とアセスメン トをリ
ンクさせて進めたことにより、各パターンに必要なアセス
メン トの視点を明確にすることができたといえる。また、
受動的な講義の直後にアセスメン トを実施 して能動的に知
識を活用 したことで、理解の深まりや記憶の定着にも効果
的であったと考えられる。
　また、A大学の3年 生前期は他領域の看護過程演習も並
行 して行われてお り、学生は過密スケジュールの中で自分
な りに課題の優先順位を検討 しながら進めている。そのた
め、課題の提出スケジュールを事前に提示 したことは、学
生の効率的な学習に寄与したものと考えられる。
　2)チェックリス トを用いたフィー ドバックについて
　矢作ηは、看護過程の教授法についての文献レビューの
中で、学生自身の捉え方を客観視 させる 「振 り返 りの重要
性」を見出 していた。今回の看護過程演習のフィー ドバ ッ
クにおいてチェックリス トを用いて各学生の良い点と不足
点を明確化して紙面に残 したことは、学生が客観的に自己
の振 り返 りをするために効果的であったと考えられる。ま
た教員からのフィー ドバックには、1名 の教員が数十名の
学生記録を確認するために1週間とい う期間を必要とした。
しかし、学生の記憶保持やモチベーションの維持を考慮す
ると、フィー ドバックの時期は学生が記録を作成 してか ら
より短期間であることがのぞましいと推測 される。矢作7}
は、時期については明確に述べていないが 「タイムリーな
指導」が学生の混乱を早期に解消し学習効果を促進すると
している。今回の結果では、1週 間という期間は学生の関
心を低下させない範囲であり、集団指導の限界の中でも効
果的な指導にっながったといえる。
　一方で、複数教員で記録評価を分担 したことにより評価
基準に多少のばらつきがでたことは否めないため、今後は
教員間の情報交換を密にするなどの改善が必要である。 し
かし、看護過程演習の途中経過での教員からの指導は今後
の修正に向けての示唆であり成績には直接影響 しない点を
強調することで、学生が途中での指導に一喜一憂すること
なく前向きに受けとめることにっながるのではないかと考
える。
2.看護過程演習を通 しての学生の学びについて
　今回の看護過程演習からの学びは、加齢による心身の変
化や、高齢者を尊重することの重要性 といった基本的なこ
とはもちろんのこと、障害やできないことばか りに着目す
るのではなく、できる部分に着 目することの重要性を学ん
でいた。 これは、まさにICFの提唱するプラス面に着 目し
た生活機能の視点2)を養 うことにつながったといえる。
　また、一つの現象に加齢 ・疾患 ・認知機能 ・人生背景な
ど様々なことが関連 していることについて理解できたこと
により、先行研究において高齢者のアセスメン トの困難性
の一つにあげられていた 「高齢者が示す行動の多様な関連
因子の検討の困難さ」を軽減することができたと考えられ
る。
　一方、認知症高齢者は2015年までに250万人、2025年に
は323万人になると推計 されてお り6)、老年看護を考える
上で認知症の理解は重要な位置を占めている。今回の事例
(E様)は認知症をもつ高齢者であったため、アセスメン
トする上で認知症の理解 と認知機能の低下が様々な日常生
活行動に及ぼす影響を考慮する必要性を学ぶきっかけになっ
たといえる。 しかし反面、「理解 しにくかったこと」とし
て認知症に関することをあげる学生も多かったことか ら、
高齢者のアセスメン トにおいてもう一つの困難性としてあ
げられていた 「複雑な病態の理解」のなかでも特に認知症
の理解が難 しいことが示唆された。認知症を持っ対象者に
初めて触れる学生にとって、その病態の複雑さと生活への
影響の多様さを理解するには課題が残ったといえる。よっ
て今後は、運営方法についての学生の意見にあったように、
認知症の講義やアセスメン トの時期を工夫するなど認知症
の理解に重点をおいた看護過程演習の工夫が必要である。
　また、認知症の方や麻痺のある方に出会ったことがない
学生にとって、紙面情報だけで事例をイメージすることが
難 しかったようである。今後は、紙面情報だけでなく映像
なども取 り入れた事例提示を行 うことにより、対象者のイ
メージをつかみやす くすることも必要であると考えられる。
W.お わ り に
　老年看護の講義に リンクさせた看護過程演習の方法につ
いては、多くの学生が肯定的に受け止めていた。そして、
チェックリス トにより各学生の良い点と不足点を明確化 し、
紙面に残したことは、学生の振 り返りに効果的であった。
また、高齢者のできる部分に着 目し、生活機能の視点から
アセスメントすることの重要性を学ぶことができた。 しか
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し、認知症を持っ対象者に初めて触れる学生にとって、紙
面情報ではイメージをつかみにくく、認知症の病態の複雑
さと生活への影響の多様 さは理解が難 しかった。今後は、
認知症の理解を深める看護過程演習構成の検討 と、対象者
のイメージをつかみやす くする工夫が必要である。
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